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アストマックス投信投資顧問株式会社 

 

『ＷＴＩ原油先物ファンド（ロング・ポジション）』の基準価額の変動について 

 

以下の通り、11月 14日に基準価額が大きく下落しましたのでご報告いたします。 

ファンド名 
2018年 11月 13日(火) 

基準価額 

2018年 11月 14日(水) 

基準価額 
騰落率 

ＷＴＩ原油先物ファンド 

(ロング・ポジション) 
3,218円 2,990円 ▲7.1％ 

 

 
2018年 11月 12日(月) 

（現地、清算値） 

2018年 11月 13日(火) 

（現地、清算値） 
騰落率 

ＷＴＩ原油先物価格 

（2018年 12月限・期近限月） 
59.93ドル 55.69ドル ▲7.1％ 

【ご参考】 

ファンド名 
2018年 11月 13日(火) 

基準価額 

2018年 11月 14日(水) 

基準価額 
騰落率 

ＷＴＩ原油先物ファンド 

(ショート・ポジション) 
8,572円 9,162円 ＋6.9％ 

騰落率は小数点第 2位を四捨五入した数字です。 

 

《弊社からのコメント》 

11 月 13 日に WTI 原油先物価格が大幅に下落し、11 月 14 日の WTI 原油先物ファンド（ロング・ポジシ

ョン）の基準価額は大きく下落しました。WTI 原油先物価格は、1 日としては 3 年ぶりの下落率となり

ました。 

13 日の WTI 原油先物相場は、売りが売りを呼ぶ展開となりました。この日発表された石油輸出国機構

(OPEC)の月報で、世界の原油需要見通しが従来予想から下方修正された一方で OPEC加盟国の 10月の産

油量が増加したことが弱材料視されました。その他、米国の原油生産が過去最高水準に達する中で米国

内の原油在庫の積み増しが続いていることや、日本や中国を含む 8カ国・地域がイラン産原油の禁輸制

裁の適用国から一時的に除外されたこと、加えて米国株の下落を受けたリスク回避や 10 月初旬からの

下落率が 3 割近くに達する中でのポジション整理の動き、更にはトランプ米大統領の OPEC に対する減

産けん制発言を受けて、WTI原油先物価格は下落の一途をたどりました。 
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《今後のポイント》 

12月の OPEC総会で協調減産が再び強化されるかどうかがポイントになります。 

11月 11日に OPECと非 OPEC産油国の会合がアブダビで開かれ、翌 12日にサウジアラビアのファリハ・

エネルギー相が、2019年には足元比で 100万バレルの減産が必要との認識で産油国が一致したと述べま

した。10 月上旬から 1 カ月にわたり下落基調が続き、足元では 12 営業日連続で WTI 原油先物価格が下

落するなかで、今後産油国各国から減産を強化すべきとの声が上がることが想定されます。減産の確度

が高まるにつれて原油価格が底打ちして反転する可能性も考えられます。OPEC総会を前に、産油国各国

の動向に注目が集まります。 

 

今後とも弊社ファンドを一層ご愛顧いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

以 上 
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商品市場および金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情があると
きは、購入・換金・スイッチングのお申込みの受付を中止すること、または既に受付けた購入・換金・スイッチングの
お申込みを取消す場合があります。

基準価額の動きについてのご留意事項

換金性等が制限される場合について

当資料は、アストマックス投信投資顧問株式会社により作成されたご参考資料であり、金融商品取引法に基づく

開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込みにあたっては、販売会社より「投資信託説明書（交付目論

見書）」をあらかじめまたは同時にお渡しいたしますので、必ず内容をご確認ください。当資料は、信頼できると判

断される情報に基づいて作成されていますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。当資

料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は当資料作成時点のものであり、今後予告なく変更されること

があります。なお、当資料のいかなる内容も将来の投資収益を示唆ないし保証するものではありません。投資信

託は預貯金や保険契約にはあたりませんので、預金保険・保険契約者保護機構の対象ではありません。登録金

融機関で取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。

当資料のお取扱いにおけるご注意

「WTI原油先物ファンド(ショート・ポジション）」の基準価額とWTI原油先物取引価格の値動きの例

＋3.5％10,350円
(＋15％)

9,000円
(－10％)

10,000円ＷＴＩ原油先物取引価格

－6.5％9,350円
(－15％)

11,000円
(＋10％)

10,000円WTI原油先物ファンド

(ショート・ポジション)

2日間の騰落率2日目1日目基準日

※WTI原油先物取引価格を10,000円としていますが、実際に取引される価格とは異なります。

ＷＴＩ原油先物ファンド(ロング・ポジション／ショート・ポジション／マネー・ポジション)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ロング・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ショート・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（マネー・ポジション）】 追加型投信／国内／債券

「WTI原油先物ファンド（ショート・ポジション）」は、日々の基準価額の値動きが、WTI原油先物取引価格の値動きの概
ね反対となる投資成果を目指して運用を行ないます。そのため、2日以上保有した場合は、「概ね反対」とはならない
ことが想定されますので、ご留意ください。

「WTI原油先物ファンド（ロング・ポジション）」、「WTI原油先物ファンド（ショート・ポジション）」は、原油先物取引を活用
するため、主として以下の要因等により、運用目標が達成できない場合がありますので、ご留意ください。
• 原油先物取引のロールオーバー（期近の取引を決済し、期先の取引へ乗換える）時に発生する売買委託手数料

等の負担や限月間の価格差（スプレッド）による影響
限月間の価格差（スプレッド）によりロールオーバーに伴うコストが発生した場合には、ＷＴＩ原油先物取引価
格と基準価額にかい離が生じる可能性があります。

• 運用資金の増減等の対応のために行なった原油先物取引の約定価格と終値に差が生じた場合
• 大幅な変動や急激な変動、流動性の低下などにより先物取引が成立せず、必要な取引数量のうち全部または一

部が取引不成立となった場合
• 原油先物取引の最低取引単位の影響
• 売買委託手数料、信託報酬、監査報酬等の負担
※上記以外にも、運用目標が達成できない場合があります。なお、市場動向等に急激な変化が生じたときまたは予
想されるとき、信託財産を保全するため原油先物取引の建玉を縮小もしくは全て決済する場合があります。その場合、
基準価額はＷＴＩ原油先物取引価格の値動きの影響を受けにくくなること、もしくは受けなくなることが想定されます。



カントリー・リスク

商品先物取引による
運用に伴うリスク

公社債の価格変動
（価格変動リスク・信用リスク）

為替リスク

商品先物の取引価格は、様々な要因（商品の需給関係の変化、天候、貿易動向、為替レート、金利
の変動、政治的・経済的事由および政策、技術発展等）に基づき変動します（個々の品目により具体
的な変動要因は異なります。）。商品先物を買建てている場合、価格が下落すれば損失が発生し、
売建てている場合、価格が上昇すれば損失が発生します。当ファンドの基準価額は、商品先物市場
の変動の影響を受け、短期的または長期的に大きく下落し、投資元本を下回ることがあります。その
他、商品先物取引が基準価額に影響を与える要因については、下記「商品先物取引による運用に
伴うリスク」をご参照ください。

公社債の価格は、一般に金利が低下した場合には上昇し、金利が上昇した場合には下落します。ま
た、公社債の価格は、発行体の信用状況によっても変動します。特に、発行体が債務不履行となっ
た場合、またはその可能性が予想される場合には、当該公社債の価格は大きく下落します。当ファ
ンドが組入れている公社債の価格が下落した場合には、基準価額が下落する要因となり、投資元本
を割込むことがあります。

外貨建資産は、資産自体の価格変動のほか、当該外貨の円に対する為替レートの変動の影響を受
けます。当ファンドが組入れている外貨建資産について、当該外貨に対して円高となった場合には、
基準価額が下落する要因となり、投資元本を割込むことがあります。当ファンドにおいては、外貨建
資産の為替変動リスクを低減するため、外国為替予約取引等を用いて為替ヘッジを行ないますが、
想定したほどヘッジ効果があがらない場合があり、基準価額に影響を及ぼすことがあります。

投資対象国・地域において、政治・経済・社会情勢の変化等により市場に混乱が生じた場合、また
は取引に対して新たな規制が設けられた場合等には、運用の基本方針に沿った運用を行なうことが
困難となることがあります。
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当ファンドは、主に商品先物取引（「WTI原油先物ファンド（マネー・ポジション）」以外の各ファンド）および
わが国の公社債を投資対象としますので、基準価額は大きく変動します。したがって、投資元本が保証
されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割込むことがあります。当ファ
ンドの運用による損益は、全て投資者の皆様に帰属します。なお、投資信託は預貯金と異なります。

基準価額の変動要因

ＷＴＩ原油先物ファンド(ロング・ポジション／ショート・ポジション／マネー・ポジション)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ロング・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ショート・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（マネー・ポジション）】 追加型投信／国内／債券

※基準価額の変動要因は、上記に限定されているものではありません。

＜主な変動要因＞

上記「基準価額の変動要因」に記載した要因以外の基準価額に影響を与える要因
■外貨建てで取引される場合は、為替変動の影響を受けます。
■市場の流動性の低下、投機家の参入および政府の規制・介入等の様々な要因により、影響を受けることがあります。
流動性の低下等により、価格が著しく不安定となる場合や、売買の際に大きく変動することがあります。
■取引所が定める値幅制限等の規制により、不利な価格で取引を行なわなければならないことがあります。
■価格の低い期近の先物を価格の高い期先の先物に買換える場合、または価格の高い期近の先物を価格の低い期先
の先物に売換える場合、マイナスの影響を及ぼす可能性があります。

その他の留意点

◼クーリング・オフについて
当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6 の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
◼「WTI原油先物ファンド（ショート・ポジション）」の基準価額の動きの留意事項について
「WTI原油先物ファンド（ショート・ポジション）」は、日々の基準価額の値動きが、WTI原油先物取引価格の値動きの概ね
反対となる投資成果を目指して運用を行ないます。そのため、2 日以上保有した場合は、「概ね反対」とはならないこと
が想定されますので、ご留意ください。※詳しくは、当資料のP3「基準価額の動きについてのご留意事項 」をご参照くだ
さい。
◼基準価額の動きの留意事項について
「WTI原油先物ファンド（ロング・ポジション）」、「WTI原油先物ファンド（ショート・ポジション）」は、原油先物取引を活用す
るため、主として当資料のP3「基準価額の動きについてのご留意事項 」に掲げる要因等により、運用目標が達成できな
い場合がありますので、ご留意ください。

商品先物取引による運用に伴うリスク



運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対
価

委託会社、販売会社、受託会社の役務の内容については以下の
通りです。

運用管理費用
（信託報酬）

【ＷＴＩ原油先物ファンド（ロング・ポジション）】
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ショート・ポジション）】
純資産総額に対し、年率2.0412％（税抜年率1.89％）とします。
【ＷＴＩ原油先物ファンド（マネー・ポジション）】
純資産総額に対し、年率0.9720％（税抜年率0.9％）を上限と
します。

委託会社：

販売会社：

受託会社：

資金の運用の対価

運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理、購入後の情報提供等の対価

1本のファンドにつき、10万円以上1円単位（注）または10万口以上1口単位です。なお、「マネー・ポジション」の購入は、
スイッチング（乗換え）による場合のみとなります。
(注) 購入時手数料および購入時手数料に対する消費税等に相当する金額を含めて、10万円以上1円単位でご購入い
ただけます。
※ ただしスイッチングの場合は、１口単位です。

購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします（ファンドの基準価額は1 万口当たりで表示しています）。

「WTI原油先物ファンド（ロング・ポジション）」、「WTI原油先物ファンド（ショート・ポジション）」については、ニューヨークの
銀行の休業日もしくはロンドンの銀行の休業日の場合は、原則として購入・換金の申込みを受付けないものとします。

午後3 時までとします（販売会社所定の事務手続きが完了したもの）。

購入価額

購入・換金申込不可日

申込締切時間

購入単位

その他の費用
・手数料

購入時手数料は、購
入時の商品および投
資環境に関する説明
や情報提供、事務手
続き等の対価として
販売会社にお支払い
いただきます。

役務の内容

ありません。 ―

料率等 役務の内容

信託財産留保額

購入時手数料

スイッチング
（乗換え）手数料

購入金額に右記の手数料率を乗じて得た額とします。
購入金額：
（申込受付日の翌営業日の基準価額／1万口）×購入口数

購入金額に右記の手数料率を乗じて得た額とします。
※「WTI原油先物ファンド（マネー・ポジション）」へのスイッチ
   ングについては、手数料をいただきません。

料率等

信託期間 2019年6月25日までとします（2009年7月1日当初設定）。

収益分配

課税関係

毎年6月25日(休日の場合、翌営業日)の決算時に収益分配方針に基づいて分配を行ないます。ただし、基準価額の水
準や市況動向等を勘案して収益の分配を行なわない場合もあります。なお、分配金は税引後、原則として決算日から起
算して5 営業日目までにお支払いを開始します。分配金再投資コース（税引後の分配金が自動的に無手数料で再投資
されるコースをいいます。）はありません。

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除、益金不算入制度の適用はありません。

換金単位

換金価額

換金代金

最低単位を1 口単位として販売会社が定める単位とします。

換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

換金の申込受付日から起算して5営業日目から販売会社でお支払いします。

当資料は情報の提供を目的としてアストマックス投信投資顧問株式会社が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。また、運用実績

等は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。当ファンドは、預貯金や保険契約にはあたりませんので、預金保険、保険契約者保護機

構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関で取扱う投資信託は投資者保護基金の対象でもありません。当ファンドの運用による損益は、投資者の皆様

に帰属します。当ファンドのお買付のお申込みにあたっては、販売会社より「投資信託説明書（交付目論見書）」をあらかじめまたは同時にお渡しいたしますので、必

ず投資信託説明書（交付目論見書）の記載事項をご確認のうえ、投資の最終決定はご自身でご判断ください。

ＷＴＩ原油先物ファンド(ロング・ポジション／ショート・ポジション／マネー・ポジション)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ロング・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ショート・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（マネー・ポジション）】 追加型投信／国内／債券
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ファンドの費用

お申込みメモ

■お客様が直接的に負担する費用

■お客様が信託財産で間接的に負担する費用

① 法定開示に係る費用、公告に係る費用、信託財産の監査に係る費用、法律顧問、税務顧問に対する報酬等は、当ファンド

の計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に年0.1％の率を上限として乗じて得た額です。これらの報酬等は、信

託報酬の支払いと同一の時期に信託財産中から支払われます。

② 商品先物や有価証券売買時の売買委託手数料、借入金の利息、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費

用、受託会社の立替えた立替金の利息等がお客様の保有期間中、その都度信託財産中から支払われます。これらの費用

については、運用状況等により変動しますので、事前に料率、上限額等を示すことができません。

※当ファンドの手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

0.324%

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ

1.080%

0.540%

0.216%

0.108%

手数料率（税込）

お買付時の

購入金額

5,000万円未満

5,000万円以上

5億円未満

5億円以上

10億円未満

購入時

3.240%

1.620%

0.648%

10億円以上



　大和証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長(金商)第108号

日本証券業協会
一般社団法人日本投資顧問業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

一般社団法人第二種金融商品取引業協会

販売会社 登録番号 加入協会

当資料は情報の提供を目的としてアストマックス投信投資顧問株式会社が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。また、運用

実績等は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。当ファンドは、預貯金や保険契約にはあたりませんので、預金保険、保険契約

者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関で取扱う投資信託は投資者保護基金の対象でもありません。当ファンドの運用による損益は、投

資者の皆様に帰属します。当ファンドのお買付のお申込みにあたっては、販売会社より「投資信託説明書（交付目論見書）」をあらかじめまたは同時にお渡しいた

しますので、必ず投資信託説明書（交付目論見書）の記載事項をご確認のうえ、投資の最終決定はご自身でご判断ください。

ＷＴＩ原油先物ファンド(ロング・ポジション／ショート・ポジション／マネー・ポジション)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ロング・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)
【ＷＴＩ原油先物ファンド（ショート・ポジション）】 追加型投信／海外／その他資産(商品先物)／特殊型(ブル・ベア型)

【ＷＴＩ原油先物ファンド（マネー・ポジション）】 追加型投信／国内／債券
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委託会社 アストマックス投信投資顧問株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第387号

加入協会 一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会

一般社団法人第二種金融商品取引業協会

受託会社 三井住友信託銀行株式会社

委託会社その他の関係法人


